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ଦഘ試મ

試મۃ۞ ਂૠಋ抗体スクリーॽング 抗体

試મ４１ 陰性 陰性

試મ４２ 陽性 抗Ｄｉａ、抗Ｅ



試મ２ڰについて…



試મ２ڰ ਂૠಋ抗体の反応ঃॱーン
抗Ｅ 抗Ｄｉａ

生食法（試験管法 室温１５分放置） 陰性 陰性

酵素法（試験管 ブロメリン１段法、
カラム パパイン２段法）

陽性 陰性

間接クームス法（試験管法 Ｐｅｇ-
ＩｇＧ）

陽性 陽性

間接クームス法（ゲルカラム法 ＬＩ
ＳＳ-ＡＨＧ）

陽性 陽性

間接クームス法
（試験管法-反応増強剤未使用）

陽性 陽性

抗体価
※※※※血液センターにて検査

×４ ×３２



試મ２ڰ Ｄۉۉ૪৶検体におऐる反応性

パネル血球 ×２ ×４ ×８ ×１６ ×３２

Ｄｉ(ａ＋) ＤＴＴ Ｗ＋ ＋Ｗع０ ０ ０ ０

ＰＢＳ １＋ｓ １＋ Ｗ＋ ０ ０

Ｒ２Ｒ２
Ｅ（＋）

ＤＴＴ １＋ Ｗ＋ ０ ０ ０

ＰＢＳ １＋ Ｗ＋ ０ ０ ０

ＩｇＭを
失活させる

凝集に差があるが陰性ではない
➜ＩｇＧとＩｇＭの複合

凝集に差がない
➜ＩｇＧのみ



試મ２ڰスクリーニング੥ટ

測定器：ＩＨ－１０００
・ゲルカラム
・加温１５分
・遠心１０分
・０.８％ＬＩＳＳ浮遊血球

Ｅ陽性血球 Ｄｉａ陽性
血球



集計報告



検査法

検査方法
H27 H28 H29

施設数(%) 施設数(%) 施設数(%)

酵素法＋間接抗グロブリン法
カラム凝集法 30 (70%) 30 (64%) 33 (69%)

生食法＋酵素法＋間接抗グロブリン法
試験管法 6 (14%) 6 (13%) 5 (10%)

カラム凝集法 1 (2%) 3 (6%) 2 (4%)

生食法＋間接抗グロブリン法
試験管法 3 (7%) 3 (6%) 3 (6%)

カラム凝集法 1 (2%) 1 (2%) 1 (2%)

間接抗グロブリン法
カラム凝集法 2 (5%) 4 (9%) 4 (8%)

合計 43 47 48



酵素法の試薬と検査法

検査方法
H27 H28 H29

施設数(%) 施設数(%) 施設数(%)

ブロメリン
試験管法 6 (14%) 6 (13%) 5 (10%)

カラム凝集法 7 (16%) 7 (15%) 6 (13%)

フィシン カラム凝集法 17 (40%) 19 (40%) 21 (44%)

パパイン カラム凝集法 7 (16%) 7 (15%) 8 (17%)

未実施
試験管法 3 (7%) 3 (6%) 3 (6%)

カラム凝集法 3 (7%) 5 (11%) 5 (10%)

合計 43 47 48



間接抗グロブリン法の試薬と検査法

検査方法 H27 H28 H29

施設数(%) 施設数(%) 施設数(%)
଩イड़ン強২ྃ液（LISS）＋੗્౮
性

カラム凝集法 18 (43%) 18 (38%) 20 (42%)

試験管法 1 (2%) 0 (0%) 0 (0%)

଩イड़ン強২ྃ液（LISS）＋抗IgG カラム凝集法 16 (37%) 20 (43%) 20 (42%)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ(PEG)＋੗્౮性 試験管法 1 (2%) 1 (2%) 1 (2%)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ(PEG)＋抗IgG 試験管法 4 (9%) 5 (11%) 6 (13%)

重合ウシアルブミン＋੗્౮性 試験管法 2 (5%) 3 (6%) 1 (2%)

重合ウシアルブミン＋抗IgG 試験管法 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)

ウシアルブミン＋੗્౮性 試験管法 1 (2%) 0 (0%) 0 (0%)

未使用＋੗્౮性 カラム凝集法 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)

未使用＋抗IgG カラム凝集法 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)

合計 43 47 48



間接抗グロブリン法の試薬と検査法

検査方法 H27 H28 H29

施設数(%) 施設数(%) 施設数(%)
଩イड़ン強২ྃ液（LISS）＋੗્౮
性

カラム凝集法 18 (43%) 18 (38%) 20 (42%)

試験管法 1 (2%) 0 (0%) 0 (0%)

଩イड़ン強২ྃ液（LISS）＋抗IgG カラム凝集法 16 (37%) 20 (43%) 20 (42%)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ(PEG)＋੗્౮性 試験管法 1 (2%) 1 (2%) 1 (2%)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ(PEG)＋抗IgG 試験管法 4 (9%) 5 (11%) 6 (13%)

重合ウシアルブミン＋੗્౮性 試験管法 2 (5%) 3 (6%) 1 (2%)

重合ウシアルブミン＋抗IgG 試験管法 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)

ウシアルブミン＋੗્౮性 試験管法 1 (2%) 0 (0%) 0 (0%)

未使用＋੗્౮性 カラム凝集法 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)

未使用＋抗IgG カラム凝集法 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)

合計 43 47 48



ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）

� グロブリン値の高い血清検体又は血漿検体の場合ヒト蛋白を
除去するために3回以上の洗浄が必要です。

� ポリエチレングリコールを使用した場合、੗特౮性抗ヒトグ
ロブリンではశ特౮反応がँると૤告されており、抗IgGの
みが使用に適しているとされています。

ガンマＰＥＧ 使用説明書より



間接クームス法の反応増強剤について

� ５．ਂૠಋ抗体スクリーニング
� ５．２．１．反応増強剤としてポリエチレングリコール（ＰＥＧ）を試験

管法に、また଩イड़ン強২ྃั（ＬＩＳＳ）を試験管法、カラム凝集法、
ಕৼマイクロউレート法に用いることで、反応ৎ間を１０分１５ع分にಢ
ೠし、検ল૎২を上ऑることができる。

� ５．３．その他の方法
酵素法、॔ルブ঑ン法、ে৶୫වั法は、ਂૠಋ抗体を৊定する੠にથ஍な
場合がँる。しऊし、శ特౮反応やಏ෫৓ਔଝのँる঳৖の抗体を検লでき
ないため、ਂૠಋ抗体スクリーニングで実施するਔଝは଩い。なお、ਂૠಋ
抗体スクリーニングにおいて、これらの方法を単独で用いてはならない。

赤血球型検査ガイドライン（改定２版）より



回答状況



試મ１ڰ

判定 生食法 酵素法 間接抗グロブリン法
施設数
(%)

陽性 0 (0%)

陰性

陰性 陰性 陰性 5 (11%)

未実施 陰性 陰性 35 (73%)

陰性 未実施 陰性 4 (8%)

未実施 未実施 陰性 4 (8%)

合計 48



試મ２ڰ
判定 生食法 酵素法 間接抗グロブリン法

施設数
(%)

陽性

陰性 陽性 陽性 6 (13%)

陰性 未実施 陽性 4 (8%)

未実施 陽性 陽性 24 (50%)

未実施 陰性 陽性 4 (8%)

未実施 未実施 陽性 4 (8%)

未実施 陽性 陰性 4 (8%)

陰性 陽性 陰性 1 (2%)

陰性 未実施 陰性 陰性 1 (2%)

合計 48



試મ２ڰ ਂૠಋ抗体৊定੥ટ
同定結果 施設数(%)

抗E、抗Dia 19 (54%)

抗E (抗Dia) 9 (26%)

抗E 4 (11%)

抗E (抗Lea) 1 (3%)

抗Leb (抗E、抗Ｓ) 1 (3%)

抗体なし 1 (3%)

合計 35

（）内は否定できない抗体



まとめ

�消去法でＤｉａ抗原を忘れずに考慮する！

�怪しいときは再検、可能ならば検査法や試薬を変えて
検査を！

�抗体の性状や検査法の特性を考えながら検査する！



試મ２ڰ ਂૠಋ抗体の反応ঃॱーン
抗Ｅ 抗Ｄｉａ

生食法（試験管法 室温１５分放置） 陰性 陰性

酵素法（試験管 ブロメリン１段法、
カラム パパイン２段法）

陽性 陰性

間接クームス法（試験管法 Ｐｅｇ-
ＩｇＧ）

陽性 陽性

間接クームス法（ゲルカラム法 ＬＩ
ＳＳ-ＡＨＧ）

陽性 陽性

間接クームス法
（試験管法-反応増強剤未使用）

陽性 陽性

抗体価
※※※※血液センターにて検査

×４ ×３２

＋２ع＋１

＋３ع＋２

３＋

＋２ع＋１

１＋

ビーズカラム ＬＩＳＳ Ｗ＋


